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れ
、
災
害
予
防
計
画
の
地
震
に
強

い
街
づ
く
り
と
し
て
上
下
水
道
施

設
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
事
と
さ

れ
て
い
る
。
管
理
本
館
の
塔
屋
の

一
部
に
性
能
不
足
は
あ
る
が
建
屋

部
分
は
、
耐
震
判
定
指
標
を
満
た

し
配
水
池
も
震
度
６
に
対
応
、
処

理
セ
ン
タ
ー
及
び
農
業
集
落
排
水

事
業
３
処
理
施
設
は
、
新
耐
震
基

準
に
よ
り
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

村
が
災
害
時
の
飲
料
水
と

し
て
備
蓄
し
て
い
る
飲
料
水
の
量

と
給
水
車
両
の
台
数
を
伺
う
。

　
　
　

（
総
務
部
長
）
　
衛
生
的
な

飲
料
水
を
提
供
す
る
た
め
に
、
自

治
体
や
民
間
企
業
と
相
互
の
応
援

協
定
を
締
結
し
、
飲
料
水
の
備
蓄

を
行
っ
て
い
る
。
木
原
小
、
大
谷

小
、
安
中
小
、
美
浦
村
役
場
の
防

災
倉
庫
に
５
０
０
㎖
ス
ー
パ
ー

保
存
水
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
合
計
３
，

０
４
８
本
を
確
保
、
給
水
車
は
所

有
し
て
い
な
い
が
、
給
水
用
２
㌧

タ
ン
ク
１
台
、
１
㌧
タ
ン
ク
１
台

を
所
有
し
車
両
に
積
載
し
て
給
水

車
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

　
　
　

災
害
時
に
避
難
す
る
公
共

施
設
に
は
、
防
災
井
戸
が
設
備
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

（
総
務
部
長
）　

村
が
管
理

す
る
公
共
施
設
に
井
戸
は
な
い
。

　
　
　

災
害
時
に
水
道
の
配
水
機

能
が
停
止
し
た
場
合
、
生
活
用
水

及
び
飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
に

各
都
道
府
県
自
治
体
が
、
実
施
し

て
い
る「
災
害
時
協
力
井
戸
制
度
」

の
導
入
を
村
と
し
て
も
必
要
だ
と

思
う
が
、
村
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

（
総
務
部
長
）　

自
家
用
井

戸
水
を
災
害
時
に
提
供
し
て
頂
け

る
方
を
募
集
し
、
災
害
時
に
お
け

る
生
活
用
水
の
確
保
、
及
び
公
衆

衛
生
の
維
持
に
活
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　

イ
ノ
シ
シ
の
足
跡
が
、
安

中
地
区
で
発
見
さ
れ
10
月
頃
か
ら

罠
を
仕
掛
け
て
捕
獲
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
作
物
の
被
害
と
周
辺
住

民
及
び
安
中
小
学
校
の
児
童
の
安

全
確
保
と
陸
平
縄
文
ム
ラ
ま
つ
り

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

（
経
済
建
設
部
長
）　

村
と

し
て
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
行
動
を
詳

し
く
理
解
し
た
う
え
で
人
的
な
被

害
が
出
な
い
う
ち
に
、
イ
ノ
シ
シ

を
駆
除
す
る
こ
と
に
よ
り
周
辺
住

民
・
安
中
小
児
童
の
安
全
確
保
と

農
作
物
の
被
害
を
最
低
限
に
抑
え

た
い
。
イ
ノ
シ
シ
が
確
認
さ
れ
た

陸
平
貝
塚
周
辺
に
「
イ
ノ
シ
シ
注

意
」
の
看
板
を
設
置
す
る
。

　
　
　

（
教
育
次
長
）
　
回
覧
や
チ

ラ
シ
等
で
、
安
中
小
学
校
児
童
及

び
周
辺
住
民
に
罠
の
設
置
場
所
付

近
へ
の
立
ち
入
り
制
限
等
の
注
意

喚
起
を
行
う
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ

は
茂
み
等
の
身
を
隠
せ
る
場
所
を

好
む
こ
と
か
ら
、
周
辺
住
民
に
自

宅
等
の
除
草
に
協
力
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
陸
平
縄
文
ム
ラ
ま
つ
り

会
場
内
の
除
草
作
業
を
行
い
、
イ

ノ
シ
シ
が
出
て
こ

な
い
環
境
を
作
り

対
応
し
て
い
く
。

　
　
　

東
日
本
大
震
災
の
時
に
、

美
浦
村
で
断
水
し
た
地
域
と
日
数

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

（
経
済
建
設
部
長
）　

村
内

全
域
を
対
象
に
、
３
日
間
で
延
べ

22
時
間
ほ
ど
断
水
。
ま
た
、
郷
中

地
区
に
お
い
て
排
水
管
に
漏
水
が

発
見
さ
れ
復
旧
工
事
を
行
っ
た
。

　
　
　

美
浦
村
地
域
防
災
計
画
で

は
上
下
水
道
の
耐
震
化
を
計
画
的

に
図
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
美

浦
村
上
水
道
お
よ
び
下
水
道
処
理

場
の
耐
震
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

（
経
済
建
設
部
長
）　

東
日

本
大
震
災
後
、
美
浦
村
防
災
会
議

に
お
い
て
平
成
24
年
３
月
に
美
浦

村
地
域
防
災
計
画
の
修
正
が
行
わ

災
害
時
の
水
の
確
保
に
つ
い
て

竹
た け べ

部　澄
す み お

雄

議 員

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問
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で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
で
通
報

や
相
談
が
出
来
ず
に
い
る
場
合
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か

ら
、
匿
名
で
い
じ
め
の
通
報
や
相

談
が
で
き
る
と
い
う
ア
プ
リ
が
あ

る
の
だ
が
、
こ
の
ア
プ
リ
を
導
入

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
（
教
育
長
）　

本
村
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及

な
ど
に
伴
い
、
従
来
で
は
想
定
で

き
な
い
い
じ
め
の
実
態
が
生
じ
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
ス
マ
ホ

が
子
ど
も
た
ち
に
ま
で
広
く
普
及

し
た
今
日
的
な
状
況
を
踏
ま
え
れ

ば
、
そ
の
状
況
に
あ
っ
た
対
応
・

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
大
切
で

あ
る
と
考
え
る
。

記
入
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

る
為
、
１
０
０
０
ｇ
未
満
だ
と
書

き
込
む
と
こ
ろ
が
無
い
。そ
こ
で
、

小
さ
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
母

親
の
為
に
補
完
的
な
手
帳
を
、
手

作
り
の
も
の
で
も
良
い
の
で
作
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
（
保
健
福
祉
部
長
）　

村
と

し
て
は
、
お
子
さ
ん
の
月
齢
に
見

あ
っ
た
成
長
が
出
来
て
い
る
か
を

確
認
し
、
十
分
に
ケ
ア
を
行
っ
て

い
る
が
、
現
在
の
母
子
手
帳
を
補

完
す
る
補
足
的
な
記
録
表
等
を
用

い
る
な
ど
、配
慮
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

本
村
小
中
学
校
の
、
過
去

５
年
間
の
い
じ
め
の
件
数
は
。

　
　
　
（
教
育
次
長
）　

平
成
25
年

度
11
件
、
26
年
度
6
件
、
27
年
度

20
件
、
28
年
度
27
件
、
29
年
度
36

件
、
30
年
度
39
件
（
7
月
31
日
現

在
）

　
　
　

昨
今
、
い
じ
め
の
発
見
が

難
し
く
、
大
事
に
至
っ
て
か
ら
い

じ
め
が
発
覚
す
る
と
い
う
事
が
起

き
て
い
る
。
い
じ
め
の
通
報
や
相

談
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更
に

い
じ
め
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
の

補
完
的
な
母
子
手
帳
」
に
つ
い
て

「
い
じ
め
を
ス
マ
ホ
で通

報
」

山
やま ざ き

崎　幸
さ ち こ

子

議 員

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

　
　
　

体
重
２
５
０
０
ｇ
未
満
の

低
出
生
体
重
児
数
は
。

　
　
　
（
保
健
福
祉
部
長
）　

平
成

25
年
度
９
名
、
26
年
度
10
名
、
27

年
度
10
名
、
28
年
度
13
名
、
29
年

度
10
名
。

　
　
　

早
産
や
病
気
で
小
さ
く
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
場
合
、
通
常

の
母
子
手
帳
だ
と
生
後
１
ヶ
月
頃

の
記
入
欄
に
は
「
お
乳
を
よ
く
飲

み
ま
す
か
」
と
か
「
裸
に
す
る
と

手
足
を
よ
く
動
か
し
ま
す
か
」
等

の
項
目
で
は
全
て
「
い
い
え
」
と

し
か
記
入
で
き
な
い
。
体
重
の
欄

で
も
１
０
０
０
ｇ
以
上
か
ら
し
か

質
問

質
問

答
弁
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美
浦
村
の
下
水
道
整
備
事

業
の
現
在
の
状
況
は
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）　

本
村

で
は
、
住
民
の
生
活
環
境
の
改
善

と
霞
ヶ
浦
等
の
水
質
汚
濁
を
防
止

し
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
に

寄
与
す
る
た
め
公
共
下
水
道
事
業

と
農
業
集
落
排
水
事
業
の
二
事
業

で
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
、
公
共
下
水
道
事
業
は
、

下
水
道
全
体
計
画
区
域
６
４
８
ha

に
対
し
て
77
．
16
％
が
整
備
済
み

と
な
っ
て
い
る
。
農
業
集
落
排
水

事
業
は
舟
子
地
区
、
信
太
地
区
、

安
中
・
大
須
賀
津
地
区
の
三
ヵ
所

の
処
理
場
で
し
尿
及
び
生
活
雑
排

水
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

質
問

答
弁

　
　
　

下
水
道
整
備
事
業
未
整
備

地
区
の
今
後
の
整
備
計
画
は
。又
、

合
併
浄
化
槽
の
導
入
へ
の
計
画
は

あ
る
の
か
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）　

今
後

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
は

布
佐
地
区
と
大
谷
地
区
の
一
部
59
．

８
ha
に
つ
い
て
新
た
に
事
業
認
可

申
請
を
予
定
し
て
お
り
、
既
認
可

区
域
を
は
じ
め
随
時
整
備
計
画
を

進
め
て
い
く
。
な
お
、
合
併
浄
化

槽
の
導
入
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　
　

下
水
道
整
備
事
業
未
整
備

地
区
の
早
期
整
備
実
現
に
向
け
て

の
村
長
の
考
え
は
。

　
　
　
（
村
長
）　

下
水
道
整
備
事

業
の
ほ
う
は
、
最
終
が
平
成
36
年

か
ら
37
年
の
完
成
を
予
定
し
て
お

り
、
南
原
地
区
か
ら
布
佐
南
地
区
、

郷
中
地
区
の
未
整
備
部
分
と
国
道

１
２
５
号
線
東
側
の
大
谷
地
区
の

整
備
を
順
次
進
め
る
。

　

国
道
１
２
５
号
線
東
側
に
つ
い

て
は
、
公
共
下
水
道
事
業
で
は
な

く
安
中
農
業
集
落
排
水
事
業
で
対

応
す
る
計
画
を
県
に
提
出
し
て
い

る
。
ま
た
舟
子
地
区
、
信
太
地
区

の
農
業
集
落
排
水
事
業
処
理
施
設

が
老
朽
化
し
て
お
り
、
将
来
的
に

は
公
共
下
水
道
処
理
施
設
が
一
つ

と
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
が

一
つ
の
、
合
わ
せ
て
二
施
設
で
運

営
を
進
め
た
い
。

美
浦
村
公
共
下
水
道
整
備
計
画
に
つ
い
て

葉
は な し

梨　公
こう い ち

一

議 員

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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に
購
入
を
決
め
た
物
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
美
浦
村
・
教
育
委

員
会
・
学
校
が
一
体
と
な
り
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
に
取
り
組
む
機
運
が

醸
成
さ
れ
て
お
り
、
教
育
委
員
会

と
し
て
は
今
後
も
引
き
続
き
こ
の

機
運
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
く
こ

と
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

“
大
山
ス
ロ
ー
プ
健
全
活

用
を
考
え
る
連
絡
会
”
が
発
足
し

ま
し
た
が
、
活
動
報
告
、
今
後
の

予
定
な
ど
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）
　

　

今
年
度
は
、
地
元
自
治
体
で
あ

る
美
浦
村
が
中
心
と
な
り
、
地
元

大
山
東
部
の
区
長
・
副
区
長
・
議

員
な
ど
の
住
民
代
表
者
や
ジ
ェ
ッ

ト
ス
キ
ー
・
バ
ス
ボ
ー
ト
・
水
上

飛
行
機
な
ど
ス
ロ
ー
プ
を
利
用
し

て
い
る
方
々
の
代
表
者
・
稲
敷
警

察
署
、
国
土
交
通
省
霞
ケ
浦
河
川

事
務
所
な
ど
、
関
係
者
や
機
関
に

呼
び
か
け
「
大
山
ス
ロ
ー
プ
健
全

活
用
を
考
え
る
連
絡
会
」
を
立
ち

上
げ
、
６
月
17
日
と
７
月
８
日
に

開
催
を
し
た
。

　

議
論
を
重
ね
た
末
に
作
成
し
た

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
に
は
湖
上
で
の

ル
ー
ル
や
注
意
事
項
、
周
辺
で
の

注
意
事
項
や
基
本
的
マ
ナ
ー
を
盛

り
込
ん
で
お
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
し
て
多
く
の
利
用
者
に
配
布
す

る
と
と
も
に
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
、
周
知
看
板
と
し
て
設

置
を
し
、
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

　
　
　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
実

施
で
、
本
村
の
一
番
の
問
題
点
を

伺
い
た
い
。

　
　
　
（
教
育
長
）　

プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
を
行
う
上
で
、
本
村
の

教
育
環
境
は
人
的
物
的
両
面
で
か

な
り
整
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

今
年
度
予
算
措
置
し
購
入
し

た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
使

用
し
て
い
る
自
動
車
型
ロ
ボ
ッ
ト

（
レ
ゴ
Ｍ
Ｖ
３
）
は
、
村
長
・
私
・

村
内
各
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
職

員
が
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
に
て
行

わ
れ
た
「
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
に
行
っ
た
際

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て

大
山
ス
ロ
ー
プ

健
全
活
用
に
つ
い
て

飯
い い だ

田　洋
よ う じ

司

議 員

質
問

質
問

答
弁

答
弁
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避
難
者
一
人
あ
た
り
の
最

低
居
住
ス
ペ
ー
ス
は
？

　
　
　
（
総
務
部
長
）　

一
人
あ
た

り
３
．３
㎡
を
確
保
し
て
い
る
。

　
　
　

各
避
難
所
の
救
護
体
制

は
？

　
　
　
（
総
務
部
長
）　

避
難
所
開

設
箇
所
及
び
避
難
者
数
に
よ
り
村

職
員
の
配
備
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
保
健
師
、
看
護
師
合
わ
せ
て
、

７
人
い
る
が
、
近
隣
の
医
療
機
関

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　

異
常
と
も
い
え
る
気
候
変

動
で
、
夏
休
み
を
過
ぎ
て
も
猛
暑

日
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
体
育

館
は
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
特
に
高
齢
の
避
難
者
の
健

康
維
持
の
た
め
に
、暑
さ
対
策
を
。

　
　
　
（
村
長
）　

体
育
館
に
つ
い

て
は
、
面
積
が
大
き
い
の
で
か
な

り
の
金
額
が
予
想
さ
れ
る
。
避
難

所
と
し
て
も
、
利
用
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
想
定
外
の
こ

と
も
含
め
て
、
整
備
は
必
要
と
考

え
る
。
文
科
省
に
補
助
の
割
合
を

高
め
て
も
ら
え
る
よ
う
要
請
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　

18
歳
以
下
の
第
３
子
以
下

の
国
保
税
均
等
割
の
全
額
免
除
を

求
め
た
。
早
急
に
他
の
自
治
体
の

例
を
調
査
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
。
調
査
の
結
果
は
？

　
　
　
（
保
健
福
祉
部
長
）　

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
結
果
、

全
国
で
、
11
市
が
子
ど
も
を
対
象

と
し
て
減
免
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
例
と
し
て
、

取
手
市
で
は
、
18
歳
以
下
の
子
ど

も
が
い
る
世
帯
の
子
ど
も
す
べ
て

の
均
等
割
額
の
２
分
の
１
を
免
除

し
て
い
る
。

　
　
　

災
害
時
の
受
け
入
れ
可
能

人
数
は
？

　
　
　
（
総
務
部
長
）　

木
原
小
学

校
校
舎
１
，
１
９
０
人
、
同
体

育
館
２
４
０
人
、
木
原
保
育
所

１
８
０
人
、
木
原
地
区
多
目
的
集

会
施
設
１
５
０
人
、
美
浦
中
学
校

校
舎
２
，
０
６
０
人
、
同
体
育
館

７
１
０
人
、
武
道
館
２
５
０
人
、

中
央
公
民
館
８
７
０
人
、
美
浦
幼

稚
園
３
８
０
人
、
安
中
小
学
校
校

舎
７
８
０
人
、
同
体
育
館
２
２
０

人
、
安
中
地
区
多
目
的
集
会
施
設

２
０
０
人
、
大
谷
小
学
校
校
舎
１
，

５
８
０
人
、
同
体
育
館
２
８
０
人
、

大
谷
保
育
所
３
４
０
人
と
な
る
。

災
害
時
の
避
難
所
運
営

岡
おか ざ わ

沢　　清
きよし

議 員

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

小
中
学
校
体
育
館
の

夏
場
の
暑
さ
対
策
を

国
保
税
均
等
割
の
免
除
を
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い
る
も
の
の
内
容
と
活
用
・
処
分

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
（
総
務
部
長
）　

遊
休
資
産

の
内
容
は
、
表
１
の
通
り
と
な
っ

て
い
る
。
財
産
の
利
活
用
・
処
分

に
つ
い
て
は
、
条
例
・
規
則
に
基

づ
い
て
考
え
て
い
く
。

　
　
　

遊
休
地
で
即
宅
地
と
な
る

よ
う
な
土
地
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
世
代
に
格
安
で
募
集
等
行
い
有

効
活
用
処
分
を
考
え
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
（
村
長
）　

宅
地
と
し
て
利

用
で
き
る
土
地
や
寄
付
さ
れ
た
物

件
も
あ
る
の
で
、
人
口
減
少
を
抑

止
す
る
よ
う
な
対
策
を
踏
ま
え
、

先
進
事
例
も
参
考
に
し
て
、
美
浦

村
に
住
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
念

頭
に
、早
急
に
対
策
を
考
え
た
い
。

　
　
　

現
時
点
で
各
行
政
区
か
ら

村
道
舗
装
の
申
請
が
ど
の
位
上

が
っ
て
来
て
い
る
の
か
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）　

工
事

未
着
手
の
要
望
申
請
は
現
在
９
路

線
と
な
っ
て
い
る
。
役
場
周
辺
地

区
計
画
道
路
を
優
先
し
て
推
進
し

て
来
た
た
め
、
行
政
区
か
ら
要
望

の
舗
装
は
先
延
ば
し
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
　

行
政
区
要
望
９
案
件
は
優

先
順
位
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
道

路
評
価
基
準
表
を
作
成
し
た
上
、

活
用
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）　

優
先

順
位
に
つ
い
て
は
、
受
付
日
を
基

本
に
交
通
量
等
を
勘
案
し
協
議
決

定
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
道

路
評
価
基
準
表
を
整
え
、
よ
り
客

観
的
に
、適
切
に
判
断
し
て
い
く
。

　
　
　

平
成
28
年
第
４
回
定
例
会

で
質
問
を
し
た
、
村
道
１
０
５
号

線
の
拡
幅
・
修
理
に
つ
い
て
の
進

捗
状
況
は
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）　

村
道

１
０
５
号
線
は
、
国
道
１
２
５
号

の
美
浦
ト
レ
セ
ン
入
口
交
差
点
か

ら
、
大
須
賀
津
地
内
を
結
ぶ
、
総

延
長
２
４
７
０
ｍ
の
幹
線
道
路
で

あ
る
。
29
年
度
に
は
、
村
道
と
水

路
の
境
界
確
認
測
量
や
路
線
の
地

質
調
査
を
実
施
、
30
年
度
は
先
の

調
査
を
基
に
基
本
道
路
設
計
を
業

務
委
託
し
、
早
期
完
成
を
目
指
し

て
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　

地
方
公
会
計
制
度
導
入

で
、
平
成
28
年
度
以
降
は
貸
借
対

照
表
等
財
務
４
表
を
公
表
し
て
き

た
が
、こ
の
会
計
で
重
要
と
な
る
、

固
定
資
産
台
帳
の
整
備
状
況
と
、

そ
の
内
容
を
尋
ね
る
。

　
　
　
（
総
務
部
長
）　

平
成
28
年

度
か
ら
の
、
統
一
的
基
準
に
よ
る

財
務
書
類
を
作
製
す
る
為
、
平
成

27
年
度
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
委
託
に
よ
り
、
固
定
資
産
台
帳

の
整
備
を
行
な
っ
た
。
な
お
、
固

定
資
産
台
帳
は
現
在
公
表
し
て
い

な
い
。

　
　
　

早
期
の
固
定
資
産
台
帳
公

表
を
期
待
す
る
が
、
こ
の
固
定
資

産
の
中
で
、
遊
休
資
産
と
な
っ
て

公
有
財
産
台
帳
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

下
しも む ら

村　　宏
ひろし

議 員

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

道
路
行
政
に
つ
い
て

村道１０５号線
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②
“
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
”

③
学
習
評
価
の
実
施

ま
た
、
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
他
の
児
童
生
徒
と
の
比
較
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
い
か
に
成

長
し
た
か
を
積
極
的
に
受
け
止

め
、
励
ま
す
た
め
の
個
人
内
評
価

と
し
て
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

道
徳
性
の
向
上
に
つ
い
て

伺
う
。
い
ま
、
社
会
の
倫
理
観
が

薄
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
後

を
絶
た
な
い
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ

ラ
の
問
題
、
企
業
や
官
庁
等
の
文

書
改
ざ
ん
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
異
常
な

書
き
込
み
や
動
画
、
留
ま
る
と
こ

ろ
を
知
ら
な
い
子
供
へ
の
虐
待

等
、
社
会
の
道
徳
性
の
低
下
は
否

め
な
い
。
目
覚
ま
し
い
技
術
の
進

歩
と
は
裏
腹
に
、
人
間
の
道
徳
的

水
準
は
低
下
し
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。「
そ
れ
は
、
技
術
の
進
歩
に

よ
っ
て
勝
ち
得
た
力
が
、
道
徳
の

果
た
し
て
き
た
役
割
を
代
替
し
て

く
れ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
よ

る
」
と
の
教
育
者
の
至
言
が
胸
に

迫
る
。
誰
も
が
よ
り
暮
ら
し
や
す

い
本
村
の
構
築
に
向
け
、
道
徳
性

啓
発
の
セ
ミ
ナ
ー
等
の
検
討
は
ど

う
か
。

　
　
　
（
教
育
長
）　

道
徳
観
に
つ

い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
に
基

づ
き
多
様
で
あ
る
。
本
村
で
は
平

成
26
年
か
ら
教
育
振
興
計
画
に
基

づ
き
“
０
歳
か
ら
90
歳
ま
で
の
社

会
力
育
て
”
を
施
策
の
根
幹
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

こ
の
社
会
力
と
は
、
周
知
の
と

お
り
“
人
が
人
と
繋
が
り
社
会
を

つ
く
る
力
”
で
あ
る
。
概
要
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

①
よ
り
よ
い
社
会
を
創
ろ
う
と
す

る
意
欲
や
態
度

②
よ
り
よ
い
社
会
を
具
体
的
に
考

え
る
力
（
構
想
力
）

③
考
え
た
よ
り
よ
い
社
会
を
実
現

す
る
力
（
実
行
力
）

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
毎

年
行
わ
れ
る
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
参
加
に
よ
り
、
更
に
住
民

の
道
徳
意
識
が
高
ま
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　
　
　

認
知
症
や
障
が
い
者
の
家

族
を
支
援
す
る
カ
フ
ェ
の
取
り
組

み
が
拡
が
っ
て
い
る
。
以
前
、
介

護
者
の
た
め
の
カ
フ
ェ
の
提
案
を

し
た
が
そ
の
後
の
検
討
を
尋
ね
る
。

　
　
　
（
総
務
部
長
）　

介
護
者
等

が
気
兼
ね
な
く
情
報
交
換
が
で
き

る
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、
認
知

症
カ
フ
ェ
を
平
成
32
年
度
の
開
設

に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

　
　
　

今
年
度
か
ら
小
学
校
の
道

徳
が
“
教
科
”
と
な
り
、
中
学
校

で
も
来
年
度
よ
り
教
科
と
し
て
の

授
業
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り

教
育
現
場
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

ま
た
、
教
科
化
に
伴
い
“
評
価
”

が
導
入
さ
れ
る
が
、
こ
の
道
徳
の

評
価
を
巡
っ
て
は
意
見
も
様
々
で

あ
る
。
児
童
に
と
っ
て
何
よ
り
大

切
な
“
心
の
成
長
”
を
ど
う
評
価

す
る
の
か
問
う
。

　
　
　
（
教
育
次
長
）　

教
科
化
に

よ
る
学
習
指
導
要
領
の
改
正
の
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
検
定
教
科
書
の
導
入

道
徳
教
育
に
つ
い
て

松
まつ む ら

村　広
ひ ろ し

志

議 員

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁 ケ

ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
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